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 H29年7月9日  第１５回アビリンピック福井大会が開催されました。   

選手の皆さん、緊張と不安の面持ちの中、真剣に競技に取り組んで

おられました。 

ワード・プロセッサ 

／表計算 

オフィスアシスタント ビルクリーニング 

木工 喫茶サービス 

２．競技風景 

１．参加選手数 

６種目、合計４８名の選手が参加。 

一般来場者、選手関係者、運営スタッフ等も含め、総勢２０８

名の参加となり、障害者の方の技能と頑張り、障害者雇用へ

の知見を広める良い機会となりました。 

 

福井県建築組合連合会、マイスターズコーヒータナカ、福井

県ビルメンテナンス協会、他、全２２社・団体の後援、協賛をい

ただきました。 

 



３．表彰式の様子 

参加した選手、来場者のみなさんの声 

＜選手＞ 

・自分で練習してきたことが出せた。 

・難しいので出来るか不安だった。 

・楽しく作ることが出来た。 

・最後までやり遂げたが失敗したところがあった。 

・初めて大会に出場し、いい経験になったので良

かった。 
 

＜選手が所属する学校・施設・事業所等の職員＞ 

・毎回レベルが上がっている。 

・利用者の職業訓練における目標となる大会である

と感じた。 

・生徒にとって大変良い経験の場になる。 
 

＜一般＞ 

・清掃、接客など、大変興味深い。 

・競技がよく見れた。来年は出場したい。 

・選手の一生懸命な姿、高い能力を、是非事業所の

人に見てほしいと思った。 

４．アンケート結果より 

受賞された方は、閉会式後、皆満面の笑顔でした。 

本大会における成績優秀者等は、アビリンピック全国大会（全国障害者技能

競技大会）への参加選手として、県より推薦されます。 

＜選手が所属していない事業所等の職員＞ 

・実際の仕事に近い形で様子を見ることができ、

障害者の方が働くことについてのイメージを持つ

ことができた。 

・開催されていることは知っていたが、実際に見

たのは初めてだったので、勉強になった。もっと

多くの方に見てもらえるとよい。 

・日頃努力している得意部門の能力発揮場面を

沢山の人に見てもらう機会があることは大切だと

感じた。今回拝見できて良かった。 

・とても参考になった。知っている人がおられ、い

つもと違う表情がみられ、良かった。大会の練習

を地元で出来たらよいと思った。 

 

“はぴりゅう君”と 

一緒に記念撮影！ 

思い出が一つ増えま

した。 
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